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 2012～2016 年福岡大学病院で頚動脈血栓内膜剥離術を施行した患者のうち，CEUS 施行
に同意が得られ,かつエコー所見・病理組織両者の評価を十分行いえた 97 例を対象とし
た．CEUS はペルフルブタン(商品名ソナゾイド，第一三共)を用いて施行した．造影剤注
射後 0 分，1 分，3 分，5 分時点でのプラーク内マイクロバブルのサイズを Vascular 
score (Vas-S；0:造影効果なし，1:プラーク内の一部または全体にぼんやりとした淡い
造影効果を認める，2:点状ないし線状のはっきりした造影効果があり，造影効果に動き
が見られるもの)を用いて３段階で評価した．摘出したプラークは modified AHA 分類を
独自に簡素化した Atherosclerotic category(Ath-cat; 1:unruptured plaque, 




  注入からの時間が経過するとともに Vas-S 1 は見られなくなる傾向があり．つまり淡
い造影効果は注入後早期に消退することが示された．またいずれの時間においても Vas-S
が高いほど Ath-cat が高い傾向にあった．すなわち新生血管のサイズが大きいものは
healed plaque の傾向があることが示された． 
 Spearman signed-rank test において注入 Vas-S at 1min が Ath-cat ともっとも強い関
連を示した（p=0.43, P=0.001）．Receiver operating curve (ROC) analysis では Vas-S 
0 at 1min が Ath-cat1: unruptured plaque と最も強く関連しており（area under 
curve; AUC:0.72, P=0.006），感度 81.3%, 特異度 62.7%であった．一方 Vas-S 2 at 1min




  CEUS において造影効果が見られないプラークは unruptured plaque，線状の血管とし
て同定できる血管が造影されるプラークは healed plaque と関連しておりプラーク性状
の術前診断に有効であると考えられた．また CEUS で新生血管を評価するタイミングは注





















































A:治療法には CEA と CAS があり，いずれも優れた治療であることが証明されてい
る．CAS は低侵襲であり有効な治療法であるが，不安定プラークに対し CAS を行う
と遠位塞栓のリスクが高まると報告されているため，不安定プラークが予想される場
合には原則として CEA を選択するようにしている．CAS に適切な症例を選ぶ上で重
要な検査と考える． 
  














A:Grade2 の ruptured plaque． 
 












Q:MRI でのプラーク性状評価の現状と MRI とエコーの相関はあるのか． 
A:MRI ではプラークの信号強度を胸鎖乳突筋と比較して簡単に定量化でき，方法が確
立されている検査である．解像度は良いとは言えないため，プラークをより細かく見
るとなるとエコーの優位性があると考える．・ 
 
Q:HIF−1αについては，今後の研究に生かしていく予定はあるか． 
A:後任の研究者が，プラークを HIF−１αで実際に染色してエコー所見と対照する研
究を進行中である． 
 
以上，内容の斬新さ，重要性，研究方法の正確性，表現の明確性および質疑応答の結
果を踏まえ，審査員全員での討議の結果，本論文は、博士学位論文に値すると評価さ
れた。 
 
 
 
 
 
 
 
